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　一昨年の夏、報告者はある精神科医をめぐるイヴェ
ントを組織した。この医師の名はジャン・ウリ、1924年
生まれであるから来日時82歳であった。ウリは世界で
もユニークな精神治療を実践しているフランスのラボ
ルド精神クリニックの創設（1953年）以来の院長なの
だが、同クリニックで行われている様々な療法や組織
活動の企ては、ウリの修行の場であった南仏のサンタ
ルバン病院で、主として第二次世界大戦中に考案され、
実施されたものだった。そして、このサンタルバン病院
はどいうと、1821年に創設された病院で、拷問のごと
き荒療治を逸早く廃止したことで知られている。フー
コーや神谷美恵子が考察を加えているように、精神疾
患の場合にはとりわけ、患者の解放とは何かという問
いは容易に答えうるような問いでは決してな，いが、と
もあれ報告者は、ウリとの束の間の出会いを通じて、
19世紀フランスの精神病理学の伝統とも実は出会って
いたのだった。
　モンテーニュと同郷で、しかもモンテーニュと同じ
く、一方で政治家として活躍しながら城館で哲学的思
索を続けた19世紀フランス最大の哲学者メーヌ・ド・
ビラン自身、心身関係の謎を示すものとして動物磁気
療法、催眠術に多大な関心を向けると共に、痴呆や狂
気の諸現象にも度々言及している。その意味では、フ
ロイトと同じくジャン＝マルタン・シャルコー
（1825－1893）の弟子であった精神医学者のピエール・
ジャネ（1859－1947）が、メーヌ・ド・ビランの心酔
者であったことは偶然ではなかったのかもしれない。
　今年度は、「人間の科学」の分肢のひとつとして、
「精神病理学」がシャルコーを起点としてどのように発
展していったか、それを研究の主たる対象とした。入手
可能な資料にもとついてシャルコーの生涯と業績を再構
成することが第一の課題であったが、その際、ビュルク
の動物磁気治療に対するシャルコー、ひいてはフランス
の医師会、生物学会の反応、催眠と暗示をめぐってシャ
ルコー（パリ学派）とベルネーム（ナンシー学派）のあ
いだで起こった論争にも眼を向け、更には、シェイクス
ピアをこよなく愛し、生涯画家になることを夢見ていた
シャルコーの「趣味」（写真もそこに加わる）が、いか
にして「芸術療法」や「アール・ブリュット」の運動を
準備することになったのかを示そうと努めた（ジャン＝
ピエール・クライン『芸術療法入門』参照）。ただ、シャ
ルコーに関しては、たとえば「ヒステリー」のような
疾患と「民族」「人種」「遺伝」といった問題との連関
を、「動物哲学」以降の19世紀フランス思想の展開と絡
めながら考察するという作業がまだ残されている。
　シャルコーをめぐる考察から今年度は二つの方位に
進んでいった。ひとつはシャルコーからその弟子のジ
ャネに向かう道で、ここ十数年のあいだにそのほとん
どが復刻されたジャネの著作をまず読解し、特にその
「意識野狭窄」の理論の現代的意義（たとえば境界性人
格障害を考えるための）を探った。ジャネについての
研究は、19世紀末のフランスにおける大学など様々な
教育機関での「心理学」講座のあり方を探る作業をそ
の不可欠な要素としていた。リボーやビネの仕事に眼
を向けたのもそのためである。
　ジャネはベルクソンの同窓生で、コレージュ・ド・
フランス教授にジャネを推薦したのもベルクソンだった。
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今年度は、ベルクソンの第二の著書『物質と記憶』
（1896年）の新訳を遂に出版することができたのだが
（ちくま学芸文庫）、同書でベルクソンは、「失語症」に
ついての独特な理論を呈示するにあたって、シャルコー
やフロイトの失語症論に言及している。精神疾患と言語
活動との連関は、ジェネが重視するところでもあった
（レイモン・ルーセル症例を参照）。象徴主義と呼ばれ
るような文学の時代と、失語症がクローズアップされ
る時代との興味深い重なりをひとつのきっかけとして、
報告者は、ポール・ブローカ（1824－1880）一ブロー
カ野、ウェルニッケ野で知られる一が1860年頃、どの
ような文脈で失語症の理論を提起するに至ったのかを
調べることとなった。ブローカはみずから1859年に創
設した「パリ・アントロポロジー学会」を舞台にこの
理論を展開したのだが、「アントロポロジー学会」はと
いうと、「エトゥノロジー学会」の自然消滅後に生まれ
たもので、成立の時期からしてゴビノーの『人種不平
等論』と無縁ではありえないし、しかも、「アントロポ
ロジー」という語彙はメーヌ・ド・ビラン晩年の「新
アントロポロジー」構想ともつながらざるをえない。
つまり、先に提起した「民族」「人種」問題に加えて、
「人間」の概念そのものが「失語症論」で問われていた
のであり、更に付け加えるなら、メーヌ・ド・ビラン
最初の論考（未完に終わったが）は、思考ないし観念
の形成に際して記号、言語が果たす役割に関するもの
だった。
　二年間の研究はこれで終わるが、むしろ、果たされ
ざる課題が増大したかの感を抱かざるをえない。本研
究を許可し、かつ支えてくれた人文科学研究所の皆様
に心よりお礼を申し上げると共に、今後ともこの課題
を追求していくことをこの場を借りてお約束申し上げ
たい。
